
福島工業高等専門学校・ビジネスコミュニケーション学科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

５１６０１

基盤研究(C)（一般）

2017～2014

被災地における中高年女性への起業支援手法の開発

Development of Supporting Method for Middle-aged Women Entrepreneurs in Stricken
 Area

４０６４８９１１研究者番号：

西口　美津子（Nishiguchi, Mitsuko）

研究期間：

２６３８１１６６

年 月 日現在３０   ８ ３１

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、キャリアの履歴を分析するツールである「マトリックス履歴書」を用い
て、被災地の中高年女性の起業を支援する手法の開発を目指したものである。まず、歴史上や実在する女性起業
家のマトリックス履歴を分析することで成功に必要な要素を洗い出した。次に中高年女性へのアンケート調査に
より地域に必要とされる起業や能力開発のニーズを明らかにした。さらに、中高年女性を対象としたセミナーを
実施すると共に、参加者からの声を反映し、今後のセミナーや能力開発に活用できる「女性のための起業マニュ
アルー未来は自分で切り開く！－」（161頁）を制作、地域の女性等に配布した。最後に、研究の成果を国内外
の学会で発表を行った。

研究成果の概要（英文）：This research aims to develop a supporting method for potential or existing 
women entrepreneurs, particularily focusing on those in disaster-striken area. First, success 
factors of women entrepreneurs were analyzed by using "Matrix Resume" that is a toolof analyzing the
 individual careers, along with relevant interviews. Second, inquiries were made for middle-aged 
women in order to clarify the needs for business and human resource development courses. Thirdly 
seminar for potential and future women entrepreneurs were made,reflecting their needs of business 
knowdelge and inviting women entrepreneurs. Finally, a manual for women's future entrepreneuship has
 been developed. It is consisted of six parts including entrepreneurs' case study by using Matrix 
Resume, framework for starting business, business plan and accounting, etc. In addion,presentations 
at academic conferences were made domestically and internationally.   
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
太平洋岸の被災地は、海産物加工や農業の

6 次産業化等、従来、高齢者の主要な雇用先
であった産業の復興が進んでおらず（JILPT 
Discussion Paper13-02,2013年7月）その結果、
震災前から高齢化の進んでいた被災地は、高
齢者の自立が課題となっていた。たとえば、
福島県いわき市の年齢構成は、男性に比べ 60
歳以上で人口の多い女性の自立と労働への
参加は、団塊の世代の高齢化と共に喫緊の課
題となっていた。 
我が国における女性の起業支援について
の先行研究が少ない中で（大石友子：女性起
業家及び管理職創出に必要とされる支援に
ついて—日米支援機関調査から—,京都学園
大学経営学部論文集, 2011年）、復興農業の視
点からの研究が始まると共に、起業支援策の
研究も行われ始めた（鹿住倫世：職業訓練不
足の女性に対する起業支援策の研究,科研費
採択課題,2013-2016年）。 
 女性の起業への期待が高まる中で、研究代
表者らは、自分達の考案した「マトリックス
履歴書」が、地域に貢献する人材のキャリア
形成、わけても中高年女性の起業支援に活用
できるのではないかと考えた。「マトリック
ス履歴書」は、技術者のスキルの明確化のた
めに、履歴書の新たな記述形式を模索する中
で、連続しない多様なスキルの記述が容易で、
キャリア・アンカーとの親和性が高い様式で
ある（大野・西口：マトリックス方式による
職歴情報の評価とキャリア設計の検討,情報
処理学会研究報告，2013年）。「マトリックス
履歴書」は、スキルをキーワードとして記入
する等、汎用性が高い。履歴書やジョブ・カ
ードのように、他者に見せる為ではなく、自
分自身のスキルを再確認するのに適してい
る。中高年女性の起業を支援するツールとし
て期待される様式である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「マトリックス履歴書」を活用す
ることで、被災地の中高年女性の起業支援の
ための手法を開発することを目的としてい
る。東北大震災で津波被害を受けた太平洋沿
岸部では、過疎化や高齢化が進む中で、雇用
創出に繋がる起業家の育成が地域再生のた
めに求められている。しかし、従来の起業支
援は、起業に興味がある者を対象としており、
今後、活躍の期待される中高年女性向けに行
われているものは非常に少ない。そこで、多
様なスキルの記述が容易でキャリアの分断
にも柔軟に対応できる「マトリックス履歴
書」を活用し、被災地の中高年女性のための
「起業支援手法」を、一般的な製品開発プロ
セスを用いて開発する。さらに、「起業支援
手法」の検証を行うと共に、「起業支援マニ
ュアル」の作成も行う。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成する為に、4 つの段階に分

けて研究を行った。第 1段階と第 2段階を平
成 26年度、第 3段階を平成 27年度、第 4段
階を平成 28 年度に行う。第 1 段階では、被
災地は元より国内外で行われている起業や
起業支援に関連する資料や文献を広く収集、
分析する。第 2段階では、被災した地域の公
共機関等へのヒアリング調査や、中高年女性
へのアンケート調査を行い、起業や能力開発
のニーズを把握した上で、「起業支援手法
（案）」を提示する。第 3段階では、「起業支
援手法(案)」に基く、「マトリックス履歴書」
を用いた中高年女性への「新規起業セミナ
ー」を公共機関等に提案、実施する。セミナ
ーを繰り返す中で「起業支援手法」を確立す
る。第 4段階では、第 3段階で得られた「起
業支援手法」の検証と報告書の作成を行う。
また、研究の成果として得られる「起業支援
マニュアル」をWebページ上で情報提供する。 
 
４．研究成果 
（1）中高年女性へのアンケート調査の実施 
 代表者らは、被災地における女性起業家へ
のヒアリング調査を行い、各自に「マトリッ
クス履歴書」を記入してもらい、起業家の成
功要因について分析を行ってきた。 
そうした中、地域における中高年女性の起
業についての意識と具体的な能力開発ニー
ズを知るために、アンケート調査を福島県内
で行うことにしたものの、被災による住民の
移動や生活基盤の立て直しが優先される中
で、中高年女性にアクセスすることは容易で
なく、同地域に居住する福島高専コミュニケ
ーション情報学科の保護者を対象にアンケ
ート調査を行うことにした。15 歳～20 歳の
子供の母親であれば、対象とする中高年女性
に該当すると考えられるためである。平成 27
年 1 月 20 日から 2 月 2 日までの間で、郵送
による調査票の回収を行った。その結果、発
送総数 212件のうち、保護者の女性 127人よ
り回答を得ることができた。 
回答者のうち 40代が 66.1%、50代が 29.1%
と、両者を入れると 95.2%にもなった。また、
自己のキャリアで重視するものを 3つまで回
答してもらったところ、半数以上が「生活重
視」(82.7%)や「安定」(56.7%)を挙げたもの
の、40.2%が「専門能力」を挙げ、「独立」や
「社会貢献」を挙げる者が 2割以上いた(それ
ぞれ 26.0%、24.4%)。また、「経営管理」、「挑
戦」、「起業」といった将来の起業に関わる項
目を挙げた者は少なかった。生活重視や安定
は、子どもの生活を第一に考える母親と言う
立場を考えると納得できるものであり、また、
専門能力がそれ以外のものよりも高いこと
は、今後、子どもの手がかからなくなってか
ら、より専門性を深め、「挑戦」、「起業」、「経
営管理」と起業家育成モデルへと進む可能性
があることを示しているともいえる。                 



回答者の従事する産業で、最も多かったの
は「医療・介護関係」の従事者で、21.2%を
占めている。次に、「生活関連」、「宿泊・飲
食業」が共に 12.1%、卸売小売業が 10.1%と
上位 4つの業種で半数以上を占めている。さ
らに、「金融・保険業」（8.1%）、「教育・学習
支援業」（8.1%）、「学術研究、専門・技術サ
ービス」（5.1%）、「不動産・物品賃貸業」（4.0%）
を入れると、全体の 8割以上がサービス産業
に従事していることがわかった。 

 
（2）中高年女性の起業に対する意識 
 回答者が起業についてどのように考えて
いるかを知るために、今まで起業について考
えたことがあるか否かを尋ねた。その結果、
4.8%が「起業の経験がある」と回答し、24.6%
が、「あるが実行せず」と回答し、3割近くが
起業を考えたことがあることがわかった。し
かし、「特にない」と「全くない」を合わせ
て、70.7%を占めていた。また、知人や友人、
親せき等による起業の例を尋ねたところ、全
体の 36.2%が、「あり」と回答し、「ない」と
回答した 63.8%に比べると半数近かった。ま
た、「起業経験あり」と回答したうちの 67%
が、実際に起業した知人や友人、親せきを持
つのに対し、「全く起業を考えたことのない」
人には、起業した知人、親戚等を持つ割合が
26％にすぎなかった。 
また、起業を行う上での障害としては、資
金（69.9%）、経営のノウハウ（61.2%）、新た
なことに取り組む不安（43.7%）が続いた。
回答者が高専生の保護者であり、教育資金の
必要な状況にあることを考えると、資金が最
大のネックになるというのも頷ける。一方で、
これらは、たとえば、集合セミナーを実施し、
その中でビジネスの知識を提供、参加者や講
師との間のネットワークを形成することで
得ることができると考える。地域に必要な起
業と身近な起業について、自由記述形式で尋
ね KJ 法を用いて分析を行った。その結果、
子育て支援について述べた人が、最も多く、
高齢者・障害者支援が次に多かった。それに
対し、身近な起業では、専門・技術サービス
が最も多く、飲食・宿泊が次に多かった。す
なわち、子育てや高齢者・障害者への支援が
必要であるにも関わらず、実際にその分野で
の起業はそれほど多くないことがわかる。具
体的な専門・技術サービスの内容については、
美容やネイルやエステ等に女性に関わるこ
と以外にも、設計やウェブ設計等、男女に拘
わらないものもあった。   
ここで、地域に必要な起業の特色としては、
農業関連を除くと、すべてサービスに関連し
た仕事であることがわかる。身の回りの起業
は、採算性の成り立つものであるが、女性た
ちは、地域に必要な起業として、採算性を重

視する一方で、社会的な有用性や必要性を意
識していることがわかる。そして、それら地
域に必要な起業についてこそ、ある程度金銭
的社会的な実績のある中高年、あるいは経済
的に余裕のある高齢者が担うべき起業の分
野と言えるではないだろうか。このような女
性にとって「地域に必要な起業」と「身の回
りの起業」の内容に乖離があることが、一般
的なことなのか不明であるが、地域に必要な
起業に子育てや高齢者を挙げる背景として、
震災の影響として「家族の大切さに気付い
た」ことを挙げた回答者が多かったことと無
縁でないように思われる。実際、回答者の半
数近くが、震災前後での仕事に対する考え方
の変化として何らかの影響があったかと述
べている。 
また、起業に相応しい年代についても尋ね
た所、「年代は関係ない」が 51%を占めてお
り、それ以外では 30代、40代、20代が多か
った。50 代は 2%、それ以外の 20 歳未満や
60 代、70 代以降は皆無である。また、相応
しい年代について回答した 118 人の内、66%
がコメントを寄せ、年代に関する女性の関心
の高さを示した。各年代のコメントに表出す
るキーワードを長所と課題に分類した結果、
20～30 代で子育てとの両立を懸念するコメ
ントがあった。 
中高年女性が起業を行う場合に必要な職
業能力を挙げてもらったところ、図 2に示す
ように、経営知識が最も多く、リーダーシッ
プ、会計知識、経営者とのネットワーク構築
が挙げられた。これらは、近年、日本におい
ても増加した欧米流のビジネス・スクールで
教える内容でもあり、東京都内では、多くの
大学やサテライトオフィスが夜間に社会人
向けとして開講している内容であるが、福島
高専のあるいわき市のような地方都市には
必ずしも十分とはいえない。 
また、具体的な起業に役立つ能力開発とし
ては、起業経験者自身の体験談を聞きたいと
いうのが圧倒的に多かった。知識の乏しい学
生と異なり、社会人経験のある中高年女性に
とっては、机の前に座って聴講するセミナー
よりも、ロールモデルともなる生身の講師か
ら聞く生々しい体験談の方が、自分にとって
役に立つというのは、共感できるものである。
聴講する中高年女性の期待を考慮すると、体
験談を共有できる起業家を講師として確保
することが必要になる。 
 最後に、どのようなコースにすると集客で
きるか参考にするために、興味ある能力開発
分野について尋ねたところ、半数以上
（57.5%）が資格取得コースと回答した。ま
た、開催時期としては、夜間よりも休日の実
施を望む声が多く、参加費の無料化や受講後
のフォローを期待する声もあった。 



アンケート調査での結果と、過去のキャリ
ア形成支援 22や職業能力開発の実践 23で用い
られたフレームワークを参考に、また、今後
PDCAサイクルによる実行、評価を経て改善
が行われることも考慮した、起業家育成に向
けた能力開発コースのフレームワーク（概
念）案を図 1 に示す。「Ⅰ自己分析」、「Ⅱ地域
理解」、「Ⅲ経営知識の習得」、「Ⅳネットワー
キング」から構成され、ⅠとⅣが地域や参加者
に依存しないカリキュラムであるのに対し、
ⅡとⅢは、地域や受講生の特性によって柔軟
に対応を行うものである。 
 具体的には、「Ⅰ自己分析」は、新規受講生
が集まる毎に提供する。自己分析のためのツ
ールや手法としては、エゴグラムを初め、マ
トリックス履歴書の記入、さらには、ジョハ
リの窓等、一般にキャリア形成論で扱う様々
な手法による自己分析が考えられる。「Ⅱ地域
理解」では、地元の産業や特色を知るために、
「起業家の事例紹介」を初め地域の伝統産業
や、女性の興味を持つような実習等も取り入
れる。そのため、多くの選択肢（カリキュラ
ム）の中から、受講生にあったカリキュラム
を提供してゆく必要がある。また、「Ⅲ経営
知識の習得」においても同様に、起業に必要
な「ビジネスプランの作り方」を初め、マー
ケティングや会計等、経営に必要なカリキュ
ラムを必要に応じて組み合わせて提供する。
最後の「Ⅳネットワーキング」では、起業を
目指す人や、すでに起業した人とのネットワ
ーキングの場を設定する。 
 

 
図 1 能力開発コースのフレームワーク 

 
 
（3）起業支援セミナーのカリキュラム 
前節で述べた能力開発のフレームワーク
を踏まえ、また、アンケート調査から得られ
た受講生確保のための要件を考慮して、中高
年女性の起業支援セミナーを実施すること
にした。具体的には、2 日間の「親子で学ぶ
実践ビジネス」と、その改良版ともいえる「女
性のための就業・起業準備セミナー」という
2つの異なるセミナーである。表 1と表 2に
それぞれのカリキュラムの概要を示す。 
 

表 1 親子で学ぶ実践ビジネスの内容 
実施時間         内容 

1 日目：10～
12時 

① 自分を知ろう～ビジネスに
向けた自己分析（Ⅰ） 

13～15時 ② ものづくりのアイデアとヒ
ント～一枚の紙で何ができ
る？（Ⅱ） 

15～17時 ③ 福島（いわき）でできる仕
事って何？ 
（Ⅱ、Ⅲ） 

17～18時 ④ 懇親会（Ⅳ） 
2 日目：10～
12時 

⑤ ITを活用したビジネス（Ⅲ） 

13～13時半 ⑥ お店紹介レポート（Ⅱ、Ⅲ） 
13 時半～16
時半 

⑦ 儲かった？それとも損し
た？～私にもできるビジネ
スプラン（Ⅲ、Ⅳ） 

 
表 2 就業・起業準備セミナーの内容 
実施時間         内容 

1日目：13時
半～15 時 

① 自分を知ろう～ビジネスに
向けた自己分析（Ⅰ） 

15時～17時 ② 地元を知ろう～福島県（い
わき）の起業家の事例（Ⅱ、
Ⅲ） 

2日目：13時
半～15時 

③ 資格・ITを活用したビジネ
ス（Ⅲ） 

15時～17時 ④ パソコンを活用したビジネ
スプランの作り方、ビジネ
スゲーム（Ⅲ、Ⅳ） 

 
（4）起業支援セミナーの実施と評価 
 福島県いわき市において実施した「（A）親
子で学ぶ実践ビジネス」と「（B）女性のため
の就業・起業準備セミナー」の概要を表 3に
示す。共に、女性のための起業支援セミナー
でありながら、前者は子供である中学生を、
また、後者では起業のみならず就業を含めた
のは、範囲を広げることでより多くの中高年
女性の参加者を得て検証を行うためである。
共に、連続した土曜日 2日間のコースながら、
前者は、対象を福島高専への入学を検討する
中学生とその母親とすることで、また、後者
は、実施場所を JR 駅前のアクセスの便利な
ところに設定することで、女性参加者の確保
を狙ったものである。 
 特に、(A)では、市の教育委員会を経て中学
校にも配布を依頼した。(B)では、就業希望者
を考慮し、市内のハローワークと国の能力開
発施設（ポリテクセンター）に出向いて内容
を説明すると共に、チラシを置かせてもらう
ことにした。また、講師の配置や全体のコー
ディネートは研究代表者が行い、講師には、
福島高専の現役あるいは元教員、そして地元
に関係する起業家や ITの専門家に依頼した。  
コース実施日に行った受講生へのアンケ
ート調査で、セミナーに参加した理由として
多かったのは、「コース内容」、「講師陣」で

Ⅳ．ネットワーキング

Ⅰ．自己分析

Ⅱ．地域理解 Ⅲ．経営知識の習得



あるが、「（B）女性のための就業・起業準備
セミナー」では、「起業に興味」も「コース
内容」や「講師陣」と並び高かった。改めて
コース内容と講師の重要性を確認すると共
に、「（A）親子で学ぶ実践ビジネス」では、
受講生から「起業に興味」や「就業に役立つ」
よりも「高専への興味」を問うなど、受講生
確保を優先させるあまり、起業支援の目的ま
でも薄まってしまった感が否めない。  
 なお、最も多くの参加者が「印象に残った」
と回答したのが、(B)の「地元理解」で発表し
た女性起業家の講演であった。米国留学後、
塾講師を経て地元で学童保育と英語、体験型
学習を組み合わせた会社を経営する女性起
業家の話は、「キラキラオーラを浴びて、元
気が出た」、「子ども好きな気持ちの軸がぶれ
ていないと感じ、パワーをもらった」、「いわ
きにこんな元気な女性経営者がいて嬉しか
った」等、講師を賞賛するものが多かった。 
 
表 3 起業支援セミナーの概要 

項目 (A)親子で学ぶ実践
ビジネス 

(B)女性のための
就業・起業準備セ
ミナー 

実 施
日 
平成27年9月19日、
26日（土） 

平成 28 年 3 月 12
日、19日（土） 

時間 6時間（午前・午後）
×2日 

3 時間（午後）×2
日 

場所 福島工業専門学校
コミ科棟教室棟 

JRいわき駅前産業
創造館 6階会議室 

対象 中学生とその母親
（父親、単身も可） 

女性全般（男性も
可） 

参加費 無料 無料 
募 集
定員 

20組（大人：25人、
中学生：25人） 

1 日目：50 人、2
日目：30名 

募 集
方法 
市内中学校、高専コ
ミ科保護者、公民
館、地元新聞等への
案内、産学連携機関
メールリンク、高専
Web等 

ハローワーク、ポ
リテクセンター、
公民館、地元新聞
等への案内、産学
連携機関メールリ
ンク、高専Web等 

 
 さらに、「ビジネスプラン」では、「実際の
具体例から想像力、推理力を引き出され興味
深かった。（弁当販売の例）」や、「演習を行
ったことで、ビジネスについてより深く理解
することができた」等、実践性を評価するも
のが多かった。逆に、ITに関するコースでは、
「専門用語が難しい」、「講話だけだと集中力
が持たない」といった声が寄せられた。IT業
界には、若手起業家も多く、またネット販売
等を副業にしている主婦もいるが、範囲が広
く進歩の激しい分野でもあり、導入の仕方に
再考が必要であることがわかった。 
 また、「女性のための就業・起業準備セミ
ナー」において、工夫が必要なこととして、
「主婦を対象にするのであれば、平日開催、
また託児などもあると参加しやすい。」、「も

っと大きく広告した方がいい」、「3 月以外の
月が良い」という意見があった。その他コメ
ントとして、「同世代ばかりで安心した。皆
さんとも、いろいろ話してみたかった。」「起
業のために必要な一歩は周りのサポート。現
段階の世の中では、一人でやるには少々きつ
そう。」という意見もあった。 
  
（5）受講生確保の難しさと参加者の意欲 
 今回、セミナーの実施で直面したのは、第
一に参加者確保の難しさであった。当初見込
んだ募集定員の半分以下であり、「知人の紹
介」が最も多く、ホームページや新聞等によ
る参加は少なかった。これには、まず第一に
同時期に他のイベントやセミナーと競合し
た点が挙げられる。たとえば、「女性のため
の就業・起業準備セミナー」については、開
催の同月に市の男女共同参画センター主催
のセミナーがあり、それに先立って 1月から
2 月まで「いわき起業家養成セミナー」が、
県の商工会連合会主催で行われるといった
具合である。また、ハローワークやポリテク
センターを直接訪問しセミナーの説明を行
った際にも、前者では、復興需要が続く浜通
りの有効求人倍率の高さからセミナーに人
材が集まりにくいことを指摘され、また、後
者ではものづくり系以外の能力開発を行っ
ていないので、女性受講生の数が非常に少な
いことを指摘されたりした。 
 一方で、セミナーに参加した 3名の中高年
女性はおしなべて、起業や就業への意識が高
いことも分かった。実際、講座に対する満足
度は、「大変満足」が 2名、「満足」が 1名で
あり、講座への興味の程度も、3 名共「興味
深い」と回答している。また講座内容の難易
度は、「普通」が 2名、「少し難しい」が 1名
で、講師の説明については、3 名共「わかり
やすい」と回答している。まずは、参加者を
一定数集めることは、今後能力開発コースを
運営する上でも重要ながら、まずは、小規模
ながらも意欲のある人材を集めて徐々に受
講者を増やしてゆくことも、女性の起業支援
という社会的に重要であるが一般的ではな
いコースを実施するために必要なことのよ
うに思われる。 
 
（6）起業支援セミナーの課題と提起 
 中高年女性のための起業支援セミナーの
開発、実施を経て得られた課題と今後への提
起として、以下の 3点を挙げたい。まず、第
一に、起業に関心のある中高年女性が集まる
ような仕組みづくりの必要性が挙げられる。
本研究では、起業支援セミナーの受講生確保
に苦労する中で、単発でセミナーを実施する
難しさを実感することになった。起業に興味
のある中高年へアクセスするための方法は、



広報メディア戦略の観点からも検討する必
要がある。 
 第二に、中高年女性にとって魅力的なカリ
キュラムを開発、提供し続けてゆくことであ
る。「女性のための就業・起業準備セミナー」
で、地域の起業家への評価が非常に高かった
ように、女性経営者の話は起業を志す同性に
刺激と勇気を与えることになる。 
 第三に、中高年まで待つのではなく、若年
者等、早期での起業準備コースの検討の必要
性である。日本の高等教育機関では、経営学
の一部に新事業開発や起業関連の科目を取
り入れているところもあるが、初等中等教育
では一般的ではない。とりわけ、女性にM字
カーブで知られる 30代から 40代前半の離職
が多いことを考慮すると、より早期から起業
がキャリアの選択肢の一つとして意識でき
るような仕組みづくりが必要と思われる。 
 
（7）おわりに 
 文献調査、「マトリックス履歴書」を活用
したヒアリング調査、中高年女性へのアンケ
ート調査、そしてそれらの調査に基づくセミ
ナーのためのカリキュラム開発とセミナー
の実施、その参加者へのアンケート調査と一
連の研究のプロセスを通して、最終的に「女
性のための起業マニュアル－未来は自分で
切り開く！－」（161頁）を残すことができた
のは、本研究の成果の一つである。しかしな
がら、それは、「中高年女性への起業支援手
法の開発」の通過点に過ぎず、今後はセミナ
ーを続け参加者を増やすことでマニュアル
の一層の精緻化が求められる。 
一方、東日本大震災から 7年が過ぎ被災地
の復興が進む現在、クラウドファンディング
等のインターネットを用いた新たな資金調
達手法が注目される等、起業の機会がより身
近なものになりつつある。インターネットの
急激な普及や外国人観光客の増大、さらには
2020 年の東京オリンピックによる経済効果
等、日本におけるサービス産業の進展や働き
方のパラダイムシフトが起る中で、今後の女
性起業家支援に本研究が役立てば幸いであ
る。 
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